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期間 冉??Y?蝌ﾘ"?剞ｸ紡機錘数 剌]業員数 劔エネルギー消費高 劔会社数 A妻 劔??ﾘ?Eﾂ?i納等 を含む ?ｨ?ﾇb?乱ｫ従業員 劔6I|ﾒ?ﾎ炭 偬Ioｲ?Jロリー換算 
棉 ??B?≡@ ?ｸ,ﾈ42?儂Izb?N齢 仂??D?B?
1960-64 鼎??綯?470 ??9 ??,746(15.74) 唐ﾃ??83(0.17) 塔b??0.5 釘??,246 ??10 ?ﾃ3?ッ縱2?137 
66-70 都ヲビ??469 ?#B?93 ??,331(ll.83) ??#C?97(0.12) 塔??19.9 ?紕?,077 迭?0 迭ﾃC?ッ繝r?109 
71-75 塔?モ絣?451 涛b?52 ??,692(12.09) 辻?7(0.ll) 都2綯?1.8 ?纈?,544 ? 澱ﾃ#3"ビ縱ｒ?5 
76-80 都?モ??400 田?240 ??,907(12.56) 辻?7(0.08) 都??24.0 釘纈?,413 剴Rﾃ?"モ?B?86 
81-85 田s?偵??64 田"?42 ??,254(12.31) ?42(0.06) 田b綯?4.9 迭紕?,305 剴RﾃcCｃゅC"?74 
86-90 鉄ヲ????58 鉄2?75 釘?,943(ll.78) ?2(0.05) 田R紕?5.4 迭纈?,102 ? 迭ﾃ??ゅsB?59 






(3) ｢精紡機｣は年末値の5年平均である｡ ｢運転可能｣は運転可能錘数, ｢格納等を含む｣はこれに長期格納,運転停止および運転不能錘
を加えた総錘数である.なお66-70年の｢格納などを含む｣は66-68年の3年平均である｡
(4) ｢従業員数｣の｢合計｣は月末在籍人数の5年平均であり,女性従業員の｢比率｣は従業員に占める女性の割合(%)である｡ただ














































































- 10.0 16.0　7.6　8.7　7.7　8.7 10.6 10.8 13.8 13.9 14.8 15.5 16.8 17.4
-　9.0 13.0　8.2 10.3 10.8 ll.2 12.3 13.0 18.5 19.5　21.4　24.0　25.5　26.3
50.1 56.4　60.3　64.0　72.5　74.9　67.9　70.3　75.7　76.4　74.7　75.8　76.0　78.2　79.3　85.8　85.2　85.0　85.7　84.9　85.9





ll.2 15.2 12.3 14.0 14.4 13.0 14.7 18.8　20.3　21.2　22.5　24.0　23.6　24.5　25.1 29.9　30.3　32.2　32.6　33.0　33.9
品質維持
ベアリング(注3)　　　　　　　　17.6　22.0　28.2　24.5　41.2　45.6　56.0　54.2　61.2　62.4　67.0　70.5　71.0　73.7　77.0　87.0　86.5　86.1 85.8　90.0　90.9
ペンデュラム･アーム(注4)　　10.5 13.1 17.5　22.0　29.6　32.8　38.4　46.0　50.1 50.5　59.3　60.0　62.1 67.2　70.4　77.4　79.9　82.9　82.7　84.2　86.1








































事業名 ?田YD?1970年 ?都YD?1980年 ?塔ID?
紡績.撚糸.織布(棉.ス7. 合成繊維) ?#R????103(100.0) 涛2????84(100.0) 都"????
紡績 ?#R????103(100.0) 涛2????84(100.0) 都"?ｦ???
撚糸 鉄rイR綯?45(43.7) ??32??25(29.8) ??#r繧?
織布 ?b?ゅｒ?8(27.2) ?b?ゅ??4(28.6) ?2??鋳?
化学繊維製造 ??ゅ??0(9.7) 牝??繧?9(10.7) 唐?ﾂ??
ス7.人絹 湯ビ??9(8.7) 湯ヲ縒?7(8.3) 迭ッ纈?
合成繊維 澱ィ繧?8(7.8) 途ビ絣?6(7.1) 迭ッ纈?
エステル.ナイロン. アクリル 釘???4(3.9) 迭コ紕?3(3.6) ?ィ??
生糸 ??繧?2(1.9) ????1(1.2) ??紕?
紡織.撚糸.織布(その他天然 繊維) 紡績.撚糸 ?b??ｒ?6(15.5) ?B?R??10(ll.9) 唐?ﾂ??
25(20.0) ?b?R絣?ー4(15.1) 湯??r?7(9,7) 
織布 澱ィ繧?7(6.8) 途ビ絣?5(6.0) 迭ッ纈?
各種繊維製品 ?b?"繧?18(17.5) ??3"??21(25.0) ?茶#b紕?
メリヤス 牝?ゅ??3(12.6) ?b?ゅ??7(20.2) ?R??ｒ?
レース ????4(3.9) ????1(1.2) ??紕?
漁網 ??繧?1(1.0) ?ｲ?苒?1(1.2) 白?紕?
縫製 釘???4(3.9) 迭コ紕?3(3.6) ??紕?
カタン糸 釘???6(5.8) 迭コ紕?3(3.6) 釘コ綯?
加ーL ?ｃ?紕?16(15.5) ?R?b??10(ll.9) ???纈?
その他 唐ッ紕?12(ll.7) ?B?R??12(14.3) 唐?ﾂ??
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rLrH Fr･J E　　　　　衣服　　　IL.日　　　6小t　　256　　　　rl'l E･_　　　　hl日･_　　r',LH
備考:(1)繊維業を対象とする近年の研究のうち,技術効率性の決定因に着目したもののみを













































































あることが知られている(Christensen, Jorgenson and Lau, 1973)｡推
定式は次式で定義される｡
lnY,･t =f(lnKi, ,lnL.( ,lnEL･, ,I) + U,･1 - u,･1
-α+り′ + (βK ･PKl･(.(./2)･PK"･t2)lnK,, I (β(. ･βL, ･(I(1/2)･PLl, ･t2)lnL′′
･ (pE ･PE, ･t I(1/2)･PLl, ･t2).nE., I(1/2)･PKK(lnK,I )2 I(./2)･PLL(lnL,I )2 (1)







Elv.lTl= 0 foralli andt,Etv,1V,.J= 0 foralli andj, i+j and for
all i and s, varlv,t] - C,V2
uE,は技術効率性(technical efficiency)を捉える誤差項であり,非負
の半正規分布(halトnormal distribution)に従い,次の性質を満たす｡
Elu,t]>O foralli andt,Elu,tu,S]= 0 foralli andj,i+j and for









E.I-V,,-u,Tとすると, eitの密度関数は, Weinstein (1964)が最初に導
出した次式で与えられる｡
¢(EL･t) - (2/J)4,*(elf/C,)[1 I ◎*(E,t^/C,)]　(2)
¢*(･)と◎*(･)は標準正規分布の確率密度関数と分布関数であり,
A-qu2/Jv2, g2 -0-u2+Jv2, g* -JuJv/0･である｡ Jondrow et al. (1982)
に従えば,叫′の条件付き期待値は次式で示される｡
u^11 -Elui, IE"] - J*. ( - Eけ入/cr + 4,(Et･1人/J)/0(EL,A/cr))　(3)
Battese and Coelli (1988)は, TE,･,の条件付期待値として次式を用いる
ことを提唱した｡
･^E,･1-Elexp( - uit)LELt] - i1 -0(J+ +E∫′入/J)
1 -¢(E.′入/C,)〉














0-u2it - eXP(∑7 ･ Wtr )
W,I,は外生的な非確率変数であり,定数項を含む｡再ま未知のパラメータ









E吉- ∂1nYil/∂1nXEl - Px +PET I i +(1/2). Px′′ ･ t2 +∑Z=K,i,EPxzlnZ,･(
である｡
全要素生産性は(1)横断面で観察される企業間の生産性格差と(2)時系列面






ATFP,,I ≡(lnY,･1 -柿) - (./2)∑X=K,I"E(S,I +ff)(.nx,･1 -玩)













AT, -αL -α卜.+(1/2)･∑X=K,L,EfPxl･(1/2)･Px,,･(2- 1))(玩+.W),

































p∠T - ∑)｡J P,ly76/ ∑,E, PJ66y76
















((301CLt)･pcl20+(CLT -20)･p:30)/10 if20<cEt ≦30
((40-cL')･ptl,,o+(C'1 -30)･p:.0)/10 if30<cL''≦40
P:40　　　　　　　　　　　　ifctl > 40

































































































































(LS I )　　(LS2)　　(LSl. )　　rLS2')　　　(HOl)　　(HO2)　　(Ho†一 )　(HOZ')
lnK 0.078　　　　().()65　　　- 0.()3()　　　- 0.065　　　　　　(1.()7()　　　　0.()64　　　- 0.038　　　- 0.063
( I.25)　　( 0.97)　(-0.41)　(-1).83)　　　( I.13)　　( 0.96)　(-0.53)　(-0.81)
i.]nX　　　　-0.()47 ,寸　　一().O43　日　　-O.()41 *　　-0.041 *　　　-().()4(～ H　　-O.()42　■■　　-0.040 '　-0.()4() *
(-2.40)　(一2.21)　(-1.79)　(-1.80)　　(-2.39)　(-2.18)　　ト1.77)　(-l.77)
t21lnK 0. ()04　　　　　0. ()()3　　　　　0. 003　　　　(). ()04　　　　　　0. 0()1　　　　0. 002　　　　0. OO3　　　　　O. OO3
( 1.4O)　　( 1.04)　　( U.()r))　　( 1.14)　　　( 1.43)　　( O.90)　　( 1.01)　　( 1.09)
InL　　　　　(). 5Zt; …　　　0. 522　…　　().()I:3() …　　　0.ti()0 …　　　　0. 52パ　■tr 0. 52() …　　　0.63() "　　　0. 5ii8　…
( 9.35)　　( 8.29)










( 5.LE-)2)　　　Hr-). )お)　　( 4.4t))　　( 4-7:iJ
tl1nE　　　　　〔).073　…　　().073　…　　　0.088　…　　().()79　◆'1






( 2.()1)　　( 2.H7)　　( 2.56)　　( 2.2O)
0.37()榊　　().3tj1 …　　　0.354 'H　　().429
( 5,.r,‡l)　　( 5.2日　　( 4.58)　　( 4.87)
).0 (J H･　　O.Oho H◆　　().091 Hr　　().()82









JnK･hL　　　　　　　　　　　　- 0. 1:i3　H t).():37
(-2.ll)　　　　　　　　　　( U.57)



















( 4.4())　　( 9.ll)　　( 4.77)　　( 5.49)
0.070　…　　().082　…　　().()97　…　　(). I()() ◆''





修11-済みRZ o. 965　　　(). ()66　　　(). ()50　　　　0.951


















lnK 0. 164　◆'　　0.()～)ri　　　　().()ti7　　　　().0朋　　　　　日.OH3　　　　　0. 0糾1　　　　0.090　　　　0.072
( 2.52)　　( 1.43)　　( 1.32)　　( 1.41)　　( 1.27)　　( 1.ll)　　( 1.34)　　( 1.I())
t･lnK　　　　　-0.046 ◆◆　　-0.03() +　　-0.O3r) +　　-U.():jリ　*　　-().O3r) *　　-0.035　*　　-().()38 .　　-O.O33 ･
(-2.42)　(-1.92)　(-1.74)　(-1.tJ4)　(-1.77)　(-1.67)　(一1.91)　(-1.6r))
t-'･lnK O. 004　　　　　0. ()Ol　　　　(). ()()()　　　().り()1　　　(u)()1　　　(). 001　　　(). Ooユ O. OOO
( 1.48)　　( 0.30)　　( ().10)　　( 0.3rl)　　( 0.19)　　( 0.47)　　( 0.38)　(-0.03)
lnL 0.449.''　　0.40() ''･　().117 =･　　0.123 -　　().132 -　　　0.131 -　　　0.424 -　　　0.443 -
( 7.33)　　( 7.()H)　　( 7.38)　　( 7.39)　　( 7.(58)　　( ().98)　　( 7.45)　　( 8.Or))
t11nL　　　　　-0.O41 ◆◆　　-O.O49 ''　-O.057 '◆◆　　1).O52　…　　-0.0(jl　…　　-O.O58 …　　-O.O.rI)1 ･◆◆　　-O.O(う1 ''･
(12.01)　(12.17)　(-2.93)　(一2.65)　(-3.15)　(-2.85)　(-2.62)　(-3.22)
t-'･lnL 0.004　　　　　0.008 ･･.　　0.010 ･･◆　　　0.009 …　　　0.010 -　　　0.009　-　　　0.O()8 ･.暮　　　O.OlCI -
( 1.38)　　( 2.(irJ)　　( 3.17)　　( 2.H3)　　( 3.3f))　　( 2.77)　　( 2.75)　　( 3.5rT)
















































(Ink)コ　　　　　0. 169 +･　　O. 1O5　　　　0. 102　　　　0. 105　　　　0.0!)4　　　　(). ()52　　　　O.Otj7　　　　().O9(j
( 2.38)　　( I.51)　　( 1.52)　　( 1.56)　　( 1.43)　　( 0.76)
(lnL)2　　　　　0.244仰　　0.306 -　　0.321 -　　0.310 -　　0.321 -　　0.241 -
( 2.95)　　( 3.Hl)　　( 4.()4)　　( 3.87)　　( 4.04)　　( 2.8r))
(lnE)2　　　　-o.042　　　-O. 141　　　-0. 0(Jt)　　　-0. 133　　　-0.()リ5　　　-0. ()5!)
(-0.42)　(-1.40)　(-U.LJH)　(- 1.35)　　ト().リ7)　(-()..E-)5)














1nK･lnE O.084　　　　　0.266 …　　().253日　　　0.259　…　　　0.251 …　　　0.217 '.･　　0.249　-　　　0.251 -





付JR繊維比率　　-o. 176　　　()∴i31 .　().24～i　　　　日.458 -　　　0.377 '　　0.129　　　　0.489 ･,　　0.35() I
(-0.36)　　( 1.77)　　( 1.26)　　( 2.25)　　( 1.82)　　( ().51)　　( 2.41)　　( 1.7())
女作従業H比率　16.829-　11.495 ･　12.217-　　1.351 ･　-2.083L･　-2.51O･…　-1.371 ◆　　-2.312-
(-3.1rl)　(-I.87)　(-2.71)　　卜1.67)　(-2.52)　(-2.73)　　卜】.67)　(-2.88)
賀本労働比津(-　　　2.5O9 ･･･　().7()5 -　().3H.'i事　　().tr,25 -*　　0.192　　　　0.458 ･　　0.547 -
























































日.()())　( 1.】3)　　　　　　　( 1.76)　( I.94)
50-54年参入ダミー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.518　　　1.848　　　　　　　　　　　0.786 -　　0.778 -
















(38. 33)　　(24.()4)　　(24. 65)　　(24. 21)　　(24. 35)　　(21.69)　　(25.00)　　(24. 74)
サンプル･サイズ　　1330　　　　1330　　　　1330　　　　1330　　　　1330　　　　1209　　　　1330　　　　1330
企農牧　　　　　125　　　　125　　　　125　　　　125　　　　125　　　　116　　　　125　　　　125





荏:(1)生産量の定義は(HEl) ～ (HEIO)式および(HE3') ･ (HEIO')式がFisher理
想数量指数, (HEIU) ～ (HE3U)式がウェイトなし生産量である｡また,推定期
間は(HEl) ～ (HE8) , (HEIU) ～ (HE3U)式が1966-1979年, (HE9) ･ (HE
IO)式　が1970-1979年, (HE3')式　が1966-73, 75-79年, (HEIO')式　が1970-
73, 75-79年である｡ (HE6)式は十大紡をサンプルから除いた｡推定方法は最尤法
である｡










(HE5)式　H｡:† (資本労働比率) -† (合成繊維製造ダミー)





































( 0.3g)　　　　( 1.37)　　( 0.39)
-0.040　　　　　　-().O34　　　　1(). O39
(-o.80)　　　(-1.64)　　(10.73)
0. 0 2　　　　　　　0. 000　　　　　(). 002
( 0.35)　　　(-0.04)　　( 0.28)
0.127　　　　　　　0.421 …　　　　0.181




( 0.∩9)　　　　( 3.47)　　( 0.41)
U.()39　…　　　　　O.385　…　　　().593 ''
( 2.61)　　　　( 5.38)　　　( 2.36)
0.0 8　　　　　　　0. ()8() …　　　　0.033




( 0.13)　　　( 1.74)　　( 0.49)
0. 160　　　　　　　0.352　…　　　　0. 184










( i.44)　　( 1.()6)　　( 1.04)
-0.050 ''　　-0.056 '.　　-0.055 ～.
-2 36 　　(12.41)　　(-2.38)
0. 005　　　　　　0. 004　　　　　(). ()()4
( I.64)　　( I.17)　　( 1.17)
0.49g ''+　　　　0.396 'H O.4Ol ''.



















(). ()49　　　　　　0. 032　　　　　　0. 027
( 0.66)　　( 0.42)　　( 0.35)







( 0.86)　　( 2.65)　　( 2.29)
0. 123　　　　　　0.()38　　　　　n.003





















I.01 '''　　　-0.88O …　　　-1.()2 …　　　　　　　　　　　　　-1.137　…　　-1.O24　…
(-6.83)　　　(-7.72)　　(-6.71)
0.58　‥　　　　　　0.303　　　　　　0.69　…








( 4.74)　　　　( 5.70)　　　( 4.62)
(-10.57)　　(-8.48)
1.79() …　　　1.694　…　　　1.660　…




( 4.20)　　　( 5.26)　　　( 4.04)
.61r) H r).8()6 '''　　().9H4 '.'
















r I.75)　　( 4.42)　　( 4.35)
(). 5H7　　　　　　0. 274　　　　　　0. 3Of)













複数1二場ダミー　　　　　　　　　　-O.9O5 **オ　　　ー1.OHO ***　-().871 ***
ー0.923　***
(-2.66)　　　　卜4.53)　　(-2.57)　　　　　　　　　　　　　　　　　　(-3.27)
延数項　　　　　-2.51r) ***　-2.()27 ***　　　-1.591 **　　-2.()69 ***　　11.854　*　　-2.922 ***　一2.553 ***
(-3.57)　　(-2.74)　　　　ト2.55)　　(-2.62)　　　(-1.9.3)　　(14.77)　　(-3.96)
0.149　日　　　　0.153　…　　　　().147　+"　　　0.153　…　　　　　0.228　…　　　　0.181 …　　　　0.186　…





テスト1　　　　　　57.I -　　　　47.7 …　　　　132.2 ･･･　　　43.1 -　　　　　31.5-　　　　73.8".　　　56.8-























△ 0.057(-0.89)　　　0.556(10.08) -　　0.364( 5.56) -　　0.864(-　9.48) ･-
△ 0.052(-1.07)　　　0.473(ll.59)榊　　0.437( 8.82) -　　0.857(-12.32)叫書
















































































































































































































ある｡ただし, (HE2) ･ (HE4)式では1%水準で有意であるものの,複
数工場ダミー,参入時期ダミーまたは年齢を含んだ(HE2) ･ (HE5) ･
(HE6)式では有意性は大きく落ちる｡最新設備ダミーの符号は,期間








































( 0.85)　　( 1.04)　　( 1.07)　　　(-1.47)
0. 083　　　　　0. 081　　　　0. 080　　　　　　0. 05()
( 0.92)　　( 0.92)　　( ().91)　　　( 0.52)
0.026　　　　　0.023　　　　　0.024
( 0.33)　　( 0.3O)　　( 0.32)
lnK･t+4年ダミー　　　0.030　　　　0.042　　　　0.043
( O.38)　　( O.56)　　( O.58)
1nL･t午ダミー　　　　　O.456 ･-　　　0.455 -　　　0.449 ･･･　　　0.144
( 5.22)　　( 5.4())　　( 5.32)　　　( 1.88)
lnL･t+1年ダミー　　　0.449 -　　　O.447 -　　　O.447 -　　　　0.181
( 6.24)　　( 6.35)　　( 6.33)　　　( 2.30)
lnL.t+21トダミー　　　0.407 -　　　O.401 -　　　0.403 -　　　　0.145
( 5.45)　　( 5.65)　　( 5.61)　　　( 1.48)
lnL･t+3年ダミー　　　0.379 -　　　0.364 -　　　0.361 -
( 4.99)　　( 4.91)　　( 4.87)
lnL･t+4年ダミー　　　0.301 ･･･　　0.275 "･　　0.271 ･-
( 4,2())　　( 3.96)　　( 3,90)
lnE･t勺ダミー　　　　0.352 -　　　0.351 -　　　0.349 -
( 3.15)　　( 3.24)　　( 3.20)
1nE･t+1年ダミー　　　().366 -　　　0.353 ･･･　　0.351 -
( 3.61)　　( 3.54)　　( 3.52)
lnE･t+2年ダミー　　　0.412 -　　().422 -　　　0.421 -







lnE･t+3 1f:･ダミー　　　().469 -　　().488 ･A･　　0.488 -
( 5.30)　　( 5.60)　　( 5.60)
lnE･t+4年ダミー　　　O.524 -　　().540 -　　　0.542 -
( 6.39)　　( 6.74)　　( Ei.77)
(lnK)2　　　　　　0.720 -　　().649 -　　　O.636 ･暮･　　　0.285
( 3.44)　　( 3.39)　　( 3.31)　　　( 2.27)
(lnL)～ o.591 -　　().591 -　　　0.599 -　　　　0.157
( 5.]5)　　( 5.28)　　( 5.3t;)　　　( 0.85)
(lnE)2　　　　　-o. 31 1　　　-0.280　　　　-(). 293　　　　　　O. 255
(-1.26)　　(-1.24)　　(-1.29)　　　( 0.93)
lnK･lnL　　　　　-0.823 -　　-0.771 -　　-().771 -　　　-0.01Ll
(-5.96)　　(-6.O6)　　(-6.02)　　　(-0.09)
lnK･lnE 0. 233　　　　(). 247　　　　　0. 264　　　　　-0. 157
( 1.19)　　( 1.39)　　( 1.49)　　　ト1.04)
lnL･lnE 0. 113　　　　　0.()68　　　　　n.∩60　　　　　-0. 164










( 2.65)　　( 2.30)　　( 2.33)
O. 216 ..　　　0.09R　　　　　(). 1OCI




















( 2.ll)　　( 3.16)　　( 3.50)
0.157 　　 () 74　　　　　0.176
( ().85)　　( ().95)　　( 0.97)
0,111　　　　　0.233　　　　　0.252

























-1.858 …　　-】.786 …　　　　1.814 ･◆　　　1.520 ･･　　　2.152 ･･　　　2.438 ･･･
(-2.94)　　(-2.99)　　　( 2.52)　　( '2.39)　　( 2.33)　　( 3.Ol)
~6.546 …　　-6.429 ●'　　　　-9.73 …　　　-8.07 =　　-14.44 '''　　-13.86 -
(12.68)　(十2.54)　　(-3. 14)　　ト2.72)　　卜3.50)　(13.82)
-0.879 '◆　　　-0.85O M　　　　1.298　　　　1.038　　　　　3.643 -　　　　3.665 -








































( 0.84)　　( 0.15)　　( 1.61)　　( 1.67)








注:(1)推定期間は(HEla) ～ (HE3a)式が1966-70年, (HElb) ～ (HE4b)式が1971
- 73年である｡




る｡ …*, …および*はそれぞれ有意水準1%, 5%, 10%で統計的に有意であること
を示す｡帰撫仮説は次の通り｡
テスト1 Ho:全てのβ1,-0 (i,j=K,L,E),
テスト2 (HE2a)式Hり:† (合成繊維製造ダミー) -0,
(HE3a)式H｡:† (二次製品ダミー) -0,












































































( 2.30)　( 3.40)　( 3.41)　( 3.18)





















































































( 2.45)　( 3.27)　( 3.42)　( 3.22)
0.358 …　　0.458 ●◆●　　0.475 …　　0.435 -

































0.028　　　　0. 175　　　　0. 185　　　　0. 155





0.394 1..　0.359 '.'　0.312 '''　　0.229 1'　　0.394 '･･　0.368 ･･･　0.349 ･･･


























1.437 '''　1.204日'　1.710 '''　1.812 ･･･
( 3.06)　( 3.66)　( 3.33)　( 4.90)
-0.805 '''　-1.24日　　-1.02 ･･･　-1.16 ･･･
卜4.18)　(-6.38)　卜4.58)　(-6.27)
0.85.'　　0.92 '.'　　0.72　書　　　0.70 ･･
( 2.41)　( 2.61)　( 1.80)　( 1.98)
2.708　*　　　2.47　　　　　2.07





1.671日　　1.32 …　　　2.09 …　　　2.08 ･◆･




0. 174　　　　0. 240　　　　0.246　　　　　　　　　　　　().091　　　　0. 256　　　　0. 187
( 0.71)　( 1.()3)　( 0.95)　　　　　　　　　( 0.33)　( O.95)　( 0.57)
0.838 tt O.209　　　1).529　　　　　　　　　　　　　0.衿45　*　　　　U. 17　　　　　0.5!)
( 2.01)　( O.56)　( 1.17)　　　　　　　　　( 1.76)　( 0.39)　( 1.0釦










().16O　…　　().153　W　　(). 159　+"　().1(;3　…　　　　り.163 '''　().158　…　　().L66　…　　　0.164 ''十
日4. 30)　(1()∴j3)　( 14. 8())　(10. 41)　　(13. 41)　(15. 3())　(14. 23)　(15. (i4)
サンプル･サイズ　　　　512　　　　　512　　　　　512　　　　　512　　　　　　422　　　　　422　　　　　422　　　　　422
企業数　　　　　　1()()　　　10O 1()()　　　1()()　　　　　　tJH　　　　　98　　　　　98　　　　　98




注:(1)推定期間は(HEIc) ～ (HE4C)式は1974-79年, (HEIc') ～ (HE4C')式は1975
-79年であるD




る｡書目, **および*はそれぞれ有意水準1%, 5%, 10%で統計的に有意であること
を示す｡帰無仮説は次の通り｡
テスト1 Hり:全てのβ｡=0 (i,j=K,し,E),
テスト2 (HE3C)式Hn:γ (合成繊維比率) -† (女性従業員比率)
-†(資本労働比率) =Y腰糸ダミー) =Y(加Tダミー)
-†(二次製品ダミー) -†(合成繊維製造ダミー) -0










































推定式　　　　　(HO芝) (HO2U) (HE5) (HE8) (HE5U) (HE2a) (HE4b) (HE4C) (HE4C')
cfl▲の仮定
L･::.I:ウ　　　T :..:ti･･(










































0. 770　　　　0. 682　　　　0. 998　　　　1. 000
0. 718　　　　0. 791　　　　0. 911　　　　0.907　　　　1. 000
(2)推定期間による遠い
(HE 2a)　(HE4b)　(HE4C)(HE 4 C')
(HE 8 )　　0. 963　　　0. 599　　　0.962　　　0. 962
出典:表6 ･ 7 ･11･12に基づき筆者が計算した｡





られる特徴を明らかにする｡表6 ･ 7 ･11･12で得られた主な結果に基づ
き表13に技術効率性の大きさと分布を,そして表14に相関係数を掲げた｡
まず66-79年の結果のうち技術効率性に均一分散を仮定したケース((HO
2) ･ (HO2U)式)と不均一分散を仮定したケース((HE5) ･ (HE5U)




平均　　　0. 835　　　0. 842　　　0. 843　　　0. 846　　　0. 849　　　0. 859　　　0. 862
メディアン　　0.872　　　0.877　　　0.880　　　0.877　　　0.887　　　0.884　　　0.892
最大値　　0.968　　　0.969　　　0.972　　　0.971　　0.972　　　0. 974　　　0. 973
最小値　　0. 306　　　0. 287　　　0. 355　　　0.448　　　0.331　　0.396　　　0.375
標準偏差　　0.125　　().121　　0.118　　　0. 117　　　0.121　　0.104　　　0.105
変動係数　　0. 150　　　0. 144　　　0. 140　　　0. 139　　　0. 143　　　0. 122　　　0. 122
分布(企莱数, %)
90-100%　41( 36.0) 42( 38.5)






36( 33.6) 30( 28.3) 35( 35.0)
15(14.0) 4( 13.2) ll(ll.0)
8( 7.5)　4( 3.8)　6( 6.0)
4( 3.7)　5( 4.7)　2( 2.0)













30-40%　1( 0.9)　0( 0.0) 1( 0.9)　0( 0.0)　2( 2.0) 1( 1.0) 1( 1.1)
20-30%　0( 0.0) 1( 0.9)　0( 0.0)　0( 0.())　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)
10-20%　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)
0-10%　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)　0( 0.0)








0. 840　　　　0. 836　　　　0. 830　　　　0. 827　　　　0. 823
0. 881　　　　0. 881　　　　0. 889　　　　　0. 887　　　　　0. 890
0.978　　　　　0. 978　　　　　0. 968　　　　　0.970　　　　　0. 972
0. 198　　　　　0.202　　　　　0.281　　　　0. 287　　　　　0.279
0. 139　　　　0. 142　　　　0. 148　　　　0. 151　　　　0. 149






























































































86.90/0, 71173年94.40/0, 74-79 (75-79)年84.2 (84.1) 0/oであり, 71-
73年が一番大きい｡分布の範囲は66-70年18.6-98.30/0, 71173年45.3-



































































































































集計関数の二次近似である(Diewert, 1974, 1976)｡ここではKloek (1967)と









































































- (Z/X-). L(∂ln Y/∂lnX)/(∂ln Y/∂lnZ)L(KH､=仔,T,首､
- (i/i) I I(EX/EZ)hKJ..i,=.万,方,育) (forX, Z-K, L, E, X ≠Z)
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0.950　0.950　0.950　0.947　n,a.･Ll) 0.950　0.948　0.945　0.951 0.949　0.938　0.943　0.944　0.940　70年合併受入, 77年｢カネボウ｣に改称
0.961 0.961 0.961 0.956　0.954　0.952　0.949　0.947　0.948　n.a.し1) 0.935　0.919　0.922　0.931 75年合併受入
0.958　0.947　0.948　0.954　0.951　0.954　0.954　0.953　0.953　0.959　0.956　0.954　0.956　0.960
n.a.し.1) 0.959　0.960　0.942　n.a.r:1) 0.944　0.941 0.941 0.941 0.949　0.947　0.948　0.933　0.942　66年会社分離, 70年合併受入





















































































































































































































































0.9 2　0.964　n.a.(1) n.a.(4) 0.894　77年会社分乾
0.955　0.957　0.959　0.963　0.962　67年｢裕豊紡績｣に改称
0.198　0.202　0.281 0.287　0.279　74年｢ミヤコ｣に改称


















備考: n.a.(1)は合併受入･会社分離, n.a.(2)は操業の一時中断･再開が発生したためサンプルから除外した｡ n.a.(3)は退出以前に生産量がゼロとなっ
たため, n.a.(4)はデータが一部利用できないためサンプルから除外した｡
??? ??????????】???????????????????????????????????
?????????????????????
